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◆「美しい森林づくり推進国民運動」キャラバン隊、全国各地へ
も り

先週13日の大臣による第１陣に引き続いて、第２陣が19、20日の両日、
各地のイベントに参加し 「美しい森林づくり推進国民運動」の普及・Ｐ、

も り

Ｒに回っております。今回はその模様をご紹介します。

○「栃木県植樹祭」へ国井農林水産副大臣
、 「 」19日には さくら市で開催された 栃木県植樹祭

に、国井副大臣が出席しました。
式典では、緑の少年団や一般参加者に対し「美し

い森林づくり推進国民運動」への賛同を呼びかけま
も り

した。福田県知事や石坂県議会議長の挨拶の中でも
この運動について言及いただいたほか、西川衆議院

呼びかけを行う国井副大臣農林水産委員長からは 「美しい森林づくり推進国民、
も り

運動」の盛り上がりについて期待する旨の祝電をい
ただきました。

また、さくら市のシンボルである桜の木を緑の少
年団と一緒に植栽し 「 美しい森林づくり推進国民、『

も り

運動』全国キャラバン隊」と明記した標柱を立てま
した。

その後、知事や秋元市長等との懇談会の場におい
て、国民運動への協力を要請しました。

県知事と緑の少年団と植樹

○「第４回里山シンポジウム」へ福井大臣政務官
千葉県東金市で開催された里山シンポジウムに、

福井政務官が出席し、美しい国づくりの礎となる森
林を守る運動に、ご理解、ご協力をいただきたい旨
の要請を行いました。

シンポジウムの開催に先立ち、森林ボランティア
による下刈り作業箇所の視察を行い、案内いただい
た高橋明美氏(ちば里山センター副会長)と里山が抱

運動への協力要請を行う福井政務官えるいろいろな問題について意見交換を行ったほか、
堂本県知事とも面談し協力要請を行いました。

パネルディスカッションでは、林野庁から森林総
合利用・山村振興室長がパネリストとして出席し、
里山の再生は美しい森林づくりに通じるものであ

も り

り、出席者をはじめ県民の参画について協力を求め
ました。

森林ボランティア団体と現地視察○「愛知県植樹祭」へ林野庁次長
愛知県岡崎市で開催された植樹祭に、林野庁次長が出席し、関係閣僚会合



で確認された「美しい森林づくり推進国民運動」に賛同いただくよう説明する
も り

とともに、県民一人一人に取り組んでいただきたいことについてお願いしまし
た。

この運動のために、特別
に幟旗や特設ブースが設け

のぼり

られ、神田県知事やマリ･ク
リステｨーヌ氏(愛知県緑の
大使)にも熱心に説明を聞い
ていただき、気運の高さが

参加者へお願いする石島次長 県知事と愛知県緑の大使受けとれました。

○「第49回福井県緑化大会」へ山本農林水産副大臣
20(日)には、福井県大野市で開催された緑化大会

に山本副大臣が出席しました。
式典では 「美しい森林づくり推進国民運動」へ、

も り

の理解を求めるとともに、一人一人の森林づくりへ
も り

の参加、木材、特に地元産の木材利用、美しい森林
も り

県民への協力依頼をする山本副大臣づくり運動の普及・ＰＲへの県民の協力をいただき
たい旨のお願いをしました。

福井県は、平成21年度に第60回全国植樹祭が開催
される予定であり、特設された「美しい森林づくり

も り

推進国民運動」のブースでは、全国植樹祭に関する
展示と併せて掲示されており、一般参加者も熱心に
見学していました。

この運動が契機となり、全国植樹祭へとつなげて
国民運動と全国植樹祭の特設ブースいくことが期待されます。

第１期認定の森林セラピー基地・セラピーロードがグランドオープン◆
森林環境が人にもたらす心身の癒し効果が科学的

に解明され、美しい森林の新たな魅力が注目されて
も り

います。
森林セラピー実行委員会（事務局：国土緑化推進

機構）により、全国各地で24箇所の森林セラピー基
地・セラピーロードが認定され、今年の春夏、第１
期認定の10箇所が順次オープンを迎えています。

○赤沢自然休養林グランドオープン
20日(日)、長野県上松町の赤沢自然休養林におい

て、オープン記念式典が開催されました。
上松町では、森林浴を含めた健康相談滞在型人間

赤沢自然休養林
ドック（森林ドック）の第１号実践箇所であることな
ど、地域をあげて熱心に森林セラピーに取り組まれ
ています。

パネルディスカッションでは、パネラーの芳村真
、 、理氏から この取組をより一層高めていくためには

行政だけでなく、地元住民と都市住民との交流、特
に女性の活躍が必要であるなど活発な意見が交わさ

パネルディスカッションれました。


